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確認事項 1  令和元年度業務実績報告書について 

 

草間委員の質問 

①年度計画項番 9、60 関連 
ご質問「顕著な成果(学生の創造力・応用力・実行力を伸ばす)を具体的にお聞かせく

ださい」について、いくつかご紹介し回答とさせていただきます。 

   なお、令和元年度業務実績報告書の分野でご質問いただいておりますが、成果をイメ

ージしていただくため、過年度実施した事業も含めさせていただきます。 

 

【摂田屋こへび隊】 

主担当：渡辺誠介教授、実施年度：平成 26年度～ 

 醸造の町である摂田屋地区において、上組小学校にミニ鏝絵教室の開催、三国街道の価値

を認識するための灯りイベント企画の実施、サフラン酒本舗の掃除ボランティア及び PRイ

ベントの企画協力を実施しました。学生は教員の手を離れ、地域の住民や NPO 主体のまちづ

くりに係わり、チームで様々な段取りをつけ、机上ではなく実際の行動を元に地域の方と議

論を重ね、提案を否定されることもありましたが、その繰り返しで創造力、応用力、実行力

は鍛えられたと思います。三国街道は昔、道路がボロボロで外灯もなく、こへび隊の活動を

通して市民に訴えていたのが形として表れ、長岡市が当地を譲り受けるべく、所有者と合意

に至り、長岡市の所有となりました。その後、長岡市の街なみ整備事業のまちづくりにつな

がり、数々の積み重ねが地域プライドにつながるという学びと、学生たちに自信をもたらし

ました。なお、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（NIIGATA COC+) インターン

シップ・地域活動フォーラムにおいて優秀賞と賞されました。（平成 30年 2 月 21 日）。 

https://www.iess.niigata-u.ac.jp/cce/niigata-coc/news/intern/854/ 
 

 

【自然共生型産業を目指した farm miel project】 

主担当：板垣順平助教、実施年度：令和元年度 

令和元(2019)年度より、地域協創演習のフィールドを長岡市内や新潟県内にとどまら

ず、東南アジアの最貧国の 1 つであるラオス人民民主共和国において実施されている養

蜂の技術支援及びハチミツの商品化にかかるプロジェクトに参画しました。このプロジ

ェクトでは、森林破壊や不発弾汚染などの社会問題への理解も含んでおり、大学院の演習

でも実施しました。地域協創演習のフィールドを国外にまで展開できるようになった背

景には、これまで市内や県内において実施されてきた様々な取り組みを通じて蓄積され

てきた地域貢献のノウハウを国際協力につなげられるまでに至ったからです。学生らが

デザインした商品が現地で販売されたり、提案が現地の政府機関によって実施されたほ

か、メディアにも取り上げられました。また、このプロジェクトへの参加をきっかけに、

地域活性化と国際協力の結節点に強く関心を持った学生もおり、国際協力機構(JICA)へ

本学が主幹となる草の根事業のプロジェクトを提案するなど、授業の枠組みにとらわれ

ず、授業をきっかけに新しい取り組みへと発展しています。 
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【摂田屋の醸造製品を使ったみたらし団子(JOZO-●●●-)の開発と販売】 

主担当：渡辺誠介教授、実施年度：平成 30年度 

 長岡の特産品である味噌や醤油の PRを目的に大学院生らが摂田屋の味噌、醤油を製造

販売する企業や江口団子、長岡農業高校の学生らと自ら関係を構築しながら商品開発を

行い、実際にイベントなどで販売されました。また、これらの取組をビジネスモデルとし

て再編成し、第四銀行や北越銀行が主催する「第３回 NIIGATA ビジネスアイディアコンテ

スト」にエントリーし、グランプリを獲得しました。また、このプロジェクト終了後も、

江口団子や長岡農業高校がプロジェクトで開発された商品を発展させ、オリジナルの商

品を開発してイベントなどで販売するなど、プロジェクトの波及効果が見られました。さ

らに、このプロジェクトの中心的役割を果たした大学院生はこの取組を修士研究として

取り上げ、2019 年度日本デザイン学会第 3 支部において奨励賞を受賞するするなど、活

動だけでなく研究成果も高く評価されました。 

（https://jssd3b.jp/?cat=4） 

 

 

【新潟県立万代島美術館「タータン展」関連企画「トキタータンプロジェクト（案）」】 

                 主担当：菊池加代子教授、実施年度：令和元年度 

学生たちは現地佐渡を見学し、トキと新潟をイメージし糸染めから織り、展示までを手

掛けました。本学卒業生が務める見附地区の繊維製造会社数社の協力を得て、最終的に美

術館における展示が大変好評で、新潟日報や UX テレビなどでたびたび紹介されました。 

 各プロセスにおいて、創造力、実行力などが発揮されました。 

 

 

＜地域協創演習と地域特別プロジェクト演習の顕著な成果のまとめ＞ 

これまでに紹介してきたように、本学が実施する地域協創演習や地域特別プロジェク

ト演習では、単なる授業の一つとしてだけでなく、学生たちにとって実行力や創造力、応

用力を養う実践の場でもあります。これらの授業の教育効果を言葉で説明することは難

しいですが、メディアに取り上げられたり、様々な賞を受賞したことが、それを示す何よ

りの根拠にもなるかと思います。また、これまでの地域協創演習の取組の多くは、自治体

や企業の依頼をカタチにする（既に内容が決まっている冊子や試作品の開発）ものばかり

でしたが、2019 年以降は、自治体や企業の依頼をもとに、具体的な企画立案までを全て

学生が主体となって取り組むようなプロジェクトも生まれています。 

こうしたクライアントのニーズや要望に対して学生たちが自ら成果を考えるようなプ

ロジェクトが出現した背景には、学生たちの想像力や応用力、実行力が底上げされてきた

からこその結果であり、本学の中期計画にも明示された「問題・発見解決プロセス」とし

てのデザインが地域課題の解決にも寄与しつつあることを示すものだと考えております。 



別紙 2

企業住所 事業種 企業担当者からのコメント
1 新潟市 デザイン制作会社 思っていることをカタチにすることが少し苦手と言っていたが、課題に対す

る考え方や企画力は素晴らしいと感じた。学生にありがちなデザイン先行で
はなく課題に対してしっかりリサーチ・分析した上で企画を考えており、最
終日の発表では説得力のあるプレゼンテーションであった。お客様への取材
時でも積極的に質問し、撮影時もカメラマンへ自分の考えを的確に伝えるな
ど、高いコミュニケーション能力を持っていると感じた。

2 東京都 広告制作プロダク
ション

目的意識をもってしっかりと取り組むことができていた。課題は設定を作っ
たうえで、しっかり企画できていたと思います。また広告とデザインのバラ
ンスが良く表現を効果的に使えていました。プレゼンはもう少し大胆にプレ
ゼンできるともっとキャラクターが活きてくると思います。

3 スポーツ用品メー
カー

販売対象に向けて何が優れているか新しい訴求ポイントを創造しながらテニ
スラケットを題材にデザインを検討する実習を行った。コンセプトを明確に
して新鮮な提案を打ったこと、またそれを伝えるプレゼンテーションの内容
が素晴らしかった。

4 燕市 金網・線材製品を
中心とした業務用
厨房向け道具の開
発

課題を的確に捉え、アイデアをすぐに反映できていた。細かいところをよく
調べ、課題からぶれない状態で提案ができていました。ビジネスマナーなど
も基本的にはできていましたが、もう少し明るく、ハキハキできるとい良
かったかなと思います。

5 静岡県浜
松市

四輪車及び二輪車
のメーカー

ユーザー目線による商品・デザインコンセプトの発想とスタイリングへの落
とし込みを行いました。普段からプロダクトに関心をもって観察しているこ
とが感じられる。よく考察された魅力のあるデザイン提案で、使用シーンや
車とのパッケージングも説得力のある提案となっていました。偏りのない視
点で商品・デザインコンセプトの構築が出来ています。デッサン力の向上や
立体造形の把握力が向上できれば更に説得力の増した造形になると思いま
す。

6 同上 四輪車及び二輪車
のメーカー

我々が課題に込めた思いを的確に把握されて、市場ユーザーが大切にする心
理にフォーカスして真摯に取り組まれました。企業においてもユーザーの心
理を追求することは原点であり最終目的なので、欠くことのできない資質を
有していると思います。

7
東京 建築事務所

実際に必要な基本的スキルが高い。デザインの着想を言語化し、伝える力、
形を造る情熱がある。

インターンシップ　企業からのフィードバック(例）


